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策
定
作
業
を
再
開

地
域
福
祉
計
画
は
、
市
民
が
抱
え
る

様
々
な
生
活
課
題
を
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
地

域
の
支
え
合
い
活
動
に
よ
っ
て
解
決
し
て

い
く
た
め
の
計
画
で
、
北
名
古
屋
市
で
は

地
域
福
祉
活
動
計
画
と
の
一
体
計
画
と

し
ま
す
。

令
和
２
年
度
中
の
策
定
で
し
た
が
、
コ

ロ
ナ
禍
を
考
慮
し
、
策
定
期
間
を
１
年
延

伸
し
ま
し
た
。
３
密
を
避
け
る
な
ど
対
策

を
講
じ
な
が
ら
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
社
会
状

況
の
変
化
も
計
画
に
し
っ
か
り
反
映
さ
せ

本
年
度
中
の
策
定
を
め
ざ
し
ま
す
。

第
２
回
策
定
委
員
会

を
開
催

６
月
２
８
日
に
、
市
役
所
に
お
い
て
、

１
年
４
か
月
ぶ
り
と
な
る
、
第
２
回
策

定
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

策
定
委
員
会
は
、
小
木
曽
早
苗

日

本
福
祉
大
学
ア
ジ
ア
福
祉
社
会
開
発
研

究
セ
ン
タ
ー
客
員
研
究
所
員
を
委
員
長

に
委
員
１
５
名
で
構
成
さ
れ
、
全
４
回

開
催
す
る
予
定
で
す
。
年
度
が
替
わ
り
、

３
名
の
方
に
、
新
た
に
委
員
に
就
任
い

た
だ
き
ま
し
た
。
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第２回策定委員会

出会い ふれあい 支えあい 共に生きるまち
第４期地域福祉計画 第２回策定委員会を開催しました！

北名古屋市第４期地域福祉計画策定委員会委員名簿

令和３年６月現在 敬称略



市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
も
と
に

意
見
交
換

令
和
２
年
３
月
に
実
施
さ
れ
た
「
地
域
の
支
え

合
い
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
（
配
布
数
１
０

０
０
枚
、
回
答
者
数
６
９
１
名
）
の
結
果
報
告
を
も

と
に
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
日
々
の
暮
ら
し
の
現
状

を
、
「
①
職
場
や
学
校
で
の
人
間
関
係
」
な
ど
、
９

項
目
に
つ
い
て
調
査
し
た
も
の
で
す
。

そ
の
結
果
、
９
項
目
の
中
で
は
、
「
⑨
収
入
や
貯

蓄
・
資
産
が
少
な
い
こ
と
」
を
負
担
に
感
じ
て
い
る

人
が
最
も
多
い
こ
と
、
ど
の
項
目
も
、
負
担
感
を

感
じ
て
い
る
人
が
一
定
数
み
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。

ま
た
、
「
多
く
の
項
目
で
負
担
感
を
感
じ
て
い
る

層
」
と
、
回
答
者
全
体
と
で
、
「
負
担
感
を
軽
減
し

て
い
く
た
め
に
、
行
っ
て
い
き
た
い
こ
と
」
を
比
較

し
た
と
こ
ろ
、
「多
く
の
項
目
で
負
担
感
を
感
じ
て

い
る
層
」
で
は
、
「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
利
用
す

る
」
、
「
行
政
の
相
談
窓
口
を
利
用
す
る
」
と
い
っ
た

公
的
支
援
を
重
視
す
る
割
合
が
高
い
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
は
、
「地
域
の
顔
見
知
り
の
人
に
相
談

す
る
」
と
い
っ
た
人
の
つ
な
が
り
に
よ
る
解
決
法

が
十
分
活
用
で
き
て
い
な
い
こ
と
も
要
因
と
言
え
、

地
域
で
、
そ
う
し
た
機
能
を
高
め
、
「
多
く
の
項
目

で
負
担
感
を
感
じ
て
い
る
層
」
の
生
活
課
題
の
解

決
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

⑧身の周りのことができないこと

⑨収入や貯蓄・資産が少ないこと

⑤仕事や学業で成果を出さないといけないこと

①職場や学校での人間関係

②家族や親戚との人間関係

③友人やご近所との人づきあい

④生きがいある生活ができないこと

⑥自分に健康上の不安があること

⑦家族に健康上の不安があること
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とても負担 負担感を感じる 負担感は少ない 負担感はない 無回答

負担感を感じる度合い（問８）

負担感を軽減していくために、行っていきたいこと（問10）

※アンケート結果は、北名古屋市のホームページでもご覧いただけます。

１　自分自身が努力し、解決法を見いだす

２　家族に相談する

３　友人に相談する

４　地域の顔見知りの人に相談する

５　行政の相談を利用する

６　福祉サービスなどを利用する

７　企業のサービスを利用する

８　行いたいものがない

無回答
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多くの項目で負担感を感じている層

回答者全体



□ コロナ禍も１年以上に及んでおり、心配されるのは格差

の問題。情報が届かない、支援の求め方がわからない、

といった方が地域の中で埋もれてしまうことが心配される。

□ アンケート調査結果で、住民は、日々の生活で負担度を

こんなに感じていると再認識し、ご近所でのあいさつ・声

かけの必要性を感じている方がかなりいることもわかった。

地域住民への支援や協力を今まで頼んだことがない人がけっこうおられ、そのために、負担感

が軽減されていないのだろうと感じる。近所づきあいとしてまずできることからと考えると、

それはあいさつであり、計画でもそのことを強調していければ。

□ アンケートで、負担度スコアの高い人たちの多くが、「行政の相談や福祉サービスを利用し

たい」と思っているのは意外だった。「相談に行ってもしょうがないから自分でやらなけれ

ば」と考える人が多いと思っていたが、そうではなかった。それなら、そういった人たちがア

クセスしやすいような仕掛けを作ればいいのではないか。

□ 第３期計画の推進状況では、防災、ボランティア関係

の施策で達成未達が目立つ。アンケート結果でも、一番

困っているのが災害時の対応という結果が出ている。た

だ、アンケート結果をみて安心したのは、「災害の時は

自分が助けに回る、安否確認ぐらいなら私でもできる」

という回答が多かったこと。そこを上手くコーディネー

トして結び付けられればよい。

★★★策定委員の意見から★★★

第
３
期
計
画
の
推
進
状
況
を
確
認

策
定
委
員
会
で
は
、
第
３
期
地
域
福
祉
計
画

の
推
進
状
況
の
確
認
も
行
い
ま
し
た
。

令
和
２
年
度
は
、
令
和
元
年
度
ま
で
実
施
し

て
き
た
事
業
が
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
を
余
儀
な
く

さ
れ
る
な
ど
、
計
画
の
推
進
状
況
に
大
き
な
変

化
が
み
ら
れ
ま
し
た
が
、
公
的
な
情
報
や
支
援

を
求
め
る
人
が
増
え
た
こ
と
に
よ
り
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
閲
覧
者
数
な
ど
は
、
目
標
値
を
大
き
く

上
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

令和元年度
実績

令和２年度
実績

令和２年度
目標

市ホームページ
の閲覧者数

269万人 475万人 300万人

支部社協活動事
業の数

30支部
54事業

26支部
39事業

32支部
64事業

回想法センター利
用者数

7,509人 2,406人 9,500人

生活困窮者自立
相談支援事業の
年間相談件数

119件 256件 190件

第３期計画の数値目標の達成状況（主なもの）



地域福祉計画に関するご意見をお待ちしています！

「かわら版」をご覧いただき、ありがとうございます。

北名古屋市・北名古屋市社会福祉協議会では、第４期地域福祉計画・地域福祉活動計画の策定

にあたり、随時、市民の皆様からのご意見を募集しています。

地域で感じている困りごと、地域福祉への思いなど、何でもお寄せください。

多くのご意見をお待ちしています。

北名古屋市福祉部社会福祉課

《電話 0568-22-1111（代表） ＦＡＸ 0568-24-0003 メール shakai@city.kitanagoya.lg.jp》

北名古屋市社会福祉協議会

《電話 0568-25-8500（代表） ＦＡＸ 0568-25-1911 メール fukushi@kitanagoya-shakyo.jp》

ふりがな

氏名または団体名

住所または所在地

電話番号 （ ） －

１．かわら版 第 号について
意見の内容 ２．地域福祉計画について
※いずれかに〇 ３．地域課題について

４．その他（ ）

意見等記入欄

ご意見シート


